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東
洋
の
文
化
は
、
そ
の
大
半
が
漢
字
漢
語
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
文
芸
に
於
て
も
思
想
に
於
て
も
、
将
た
又
道

徳
宗
教
に
於
て
も
皆
然
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
漢
字
漢
語
の
研
究
を
外
に
し
て
東
洋
の
文
化
を
云
為
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
宝
庫
を
開
く
一
つ
の
方
法
と
し
て
辞
書
の
編
著
が
考
慮
せ
ら
れ
、
中
国
に
於
て
も
我
が
国
に
於
て
も
早
く
そ
の
作
品

を
見
た
。
し
か
し
実
情
か
ら
言
え
ば
、
我
が
国
従
来
の
漢
辞
典
は
幾
多
の
進
歩
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
大
体
文
字
語
彙
の
数
が
少

な
く
、
中
国
の
辞
典
は
康
熙
字
典
・
佩
文
韻
府
等
、
大
量
の
も
の
は
あ
る
が
、
或
る
も
の
は
文
字
の
解
義
だ
け
で
語
彙
は
な
く
、
或

る
も
の
は
語
彙
は
あ
っ
て
も
そ
の
解
釈
が
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
学
界
の
要
求
を
充
た
す
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
誰

か
こ
の
欠
を
補
っ
て
く
れ
る
人
は
な
い
も
の
か
、
若
し
他
に
な
い
と
す
れ
ば
、
自
分
は
そ
の
器
で
は
な
い
と
し
て
も
進
ん
で
そ
の
任
に

当
た
っ
て
み
よ
う
、
こ
れ
が
私
の
大
漢
和
辞
典
の
編
著
を
企
て
た
直
接
の
動
機
で
あ
る
。

こ
の
志
を
立
て
た
の
は
、
今
か
ら
数
え
れ
ば
可
な
り
古
い
事
で
あ
る
。
書
肆
と
一
応
の
契
約
を
結
ん
だ
の
は
昭
和
二
年
で
あ
る

が
、
実
際
の
着
手
は
更
に
三
四
年
以
前
に
遡
る
と
思
う
。
爾
来
拮
据
精
励
、
と
も
か
く
も
昭
和
十
八
年
に
は
第
一
巻
を
発
行
し

た
。
続
い
て
二
巻
三
巻
と
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
二
十
年
二
月
二
十
五
日
の
劫
火
に
よ
っ
て
一
切
の
資
料
を
焼
失
し
た
。

半
生
の
志
業
は
あ
え
な
く
も
茲
に
烏
有
に
帰
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
は
上
下
を
挙
げ
て
国
難
に
当
っ
て
居
っ
た
時
で
あ

る
か
ら
、
別
に
悔
み
も
せ
ず
、
又
落
胆
も
し
な
か
っ
た
。
不
幸
中
の
幸
と
も
言
お
う
か
、
全
巻
一
万
五
千
頁
の
校
正
刷
り
が
三
部

残
っ
て
居
っ
た
。
そ
こ
で
一
部
は
手
元
に
、
一
部
は
私
の
管
理
し
て
い
た
静
嘉
堂
文
庫
に
、
他
の
一
部
は
故
岩
崎
小
弥
太
男
の
好
意

に
よ
っ
て
甲
州
の
山
奥
に
蔵
し
た
。
か
く
て
再
挙
の
時
を
待
っ
て
い
た
が
、
時
事
は
日
に
日
に
非
な
る
も
の
が
重
な
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
年
の
八
月
十
五
日
、
遂
に
終
戦
の
哀
詔
を
拝
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

祖
国
が
既
に
か
か
る
一
代
変
故
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
箇
の
私
の
事
業
な
ど
は
い
か
な
る
運
命
に
な
っ
て
も
仕
方
が

な
い
と
一
時
は
諦
め
た
が
、
そ
の
後
、
時
の
経
つ
に
つ
れ
て
又
別
の
考
え
が
起
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
著
者
と
し
て
の
責
任
感
で
あ
る
。

私
は
既
に
こ
の
書
の
刊
行
を
天
下
に
公
約
し
た
。
現
に
第
一
巻
を
購
入
し
た
多
く
の
人
々
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
、

た
と
え
幾
多
の
困
難
が
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
に
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
且
つ
又
、
従
来
こ
の
書
に
対
し
て

は
深
い
同
情
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
多
く
の
人
々
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
一
面
又
、
亡
友
そ
の
他
嘗

て
の
協
力
者
に
対
す
る
已
み
難
い
心
情
も
あ
っ
た
。
川
又
武
君
は
事
業
の
当
初
か
ら
殆
ど
二
十
年
に
亘
り
精
根
を
尽
し
て
く
れ

た
人
で
あ
る
。
又
、
渡
辺
実
一
君
・
真
下
保
爾
君
・
佐
々
木
新
二
郎
君
も
同
様
、
長
き
は
十
年
、
短
き
も
五
七
年
、
終
始
事
業
の

た
め
精
励
し
て
く
れ
た
。
然
る
に
こ
の
四
君
は
終
戦
と
相
前
後
し
て
約
一
年
の
間
に
共
々
世
を
去
っ
た
。
こ
れ
は
事
業
完
遂
の
行

程
に
於
て
私
の
受
け
た
最
も
傷
心
の
事
柄
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
人
は
共
に
大
東
文
化
学
院
の
出
身
で
あ
る
。
外
に
も
同
学
院
の
出

身
者
で
私
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
々
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
事
業
の
前
半
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
分
担
し
た
の
で
あ

る
。
従
っ
て
私
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
君
の
志
を
達
成
す
る
意
味
に
於
て
も
、
全
巻
の
刊
行
を
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

か
か
る
心
情
の
も
と
に
私
は
、
自
ら
を
鼓
舞
し
自
ら
を
鞭
撻
し
つ
つ
残
稿
の
整
理
を
始
め
た
が
、
折
も
折
、
二
十
一
年
に
は
私

の
右
眼
は
全
く
失
明
し
た
。
左
眼
も
殆
ど
文
字
を
弁
じ
得
な
い
状
態
に
陥
っ
た
。
心
は
あ
せ
っ
て
も
整
理
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。



し
か
し
か
か
る
間
に
も
私
は
又
、
常
に
私
を
励
ま
し
私
を
助
け
て
く
れ
る
数
名
の
心
友
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
一
人
は
六
十
年
来
の

旧
友
で
あ
り
、
こ
の
事
業
の
た
め
に
も
今
日
に
至
る
ま
で
二
十
数
年
助
力
し
て
く
れ
た
近
藤
正
治
君
で
あ
り
、
他
は
私
の
最
も
信

頼
し
て
い
る
東
京
文
理
科
大
学
出
身
の
小
林
信
明
君
・
渡
辺
末
吾
君
・
鎌
田
正
君
・
米
山
寅
太
郎
君
、
そ
の
他
の
人
々
で
あ
る
。

当
時
私
は
退
官
の
身
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
書
の
刊
行
の
見
込
み
も
立
た
な
か
っ
た
時
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
上
記
の
諸
君
は
、

い
か
な
る
困
難
が
あ
っ
て
も
協
力
は
惜
し
ま
な
い
、
せ
め
て
原
稿
だ
け
は
完
全
に
整
理
し
て
、
や
む
な
く
ば
知
己
を
後
年
に
待
と

う
と
さ
え
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
今
、
現
に
全
力
を
尽
し
て
事
に
当
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
私
も
愈
々
再
挙
の
決
意
を
固
め
て
居
っ
た
が
、
そ
の
矢
先
、
甲
州
の
疎
開
地
か
ら
帰
京
し
た
大
修
館
の
鈴
木
社
長
が
、

上
京
早
々
、
こ
れ
又
再
挙
の
事
を
申
し
出
た
。
そ
し
て
言
う
に
は
、
自
分
は
社
運
を
賭
し
て
も
こ
の
事
業
を
完
遂
す
る
。
そ
れ
が

た
め
に
は
、
大
学
在
学
中
の
長
男
と
仙
台
二
高
在
学
中
の
次
男
と
は
共
に
退
学
、
こ
れ
に
当
ら
し
め
る
。
三
男
も
今
は
若
い
が
、

他
日
大
学
卒
業
の
後
に
は
こ
の
事
業
に
当
ら
し
め
る
と
。
つ
ま
り
一
家
の
血
肉
を
捧
げ
て
事
業
の
完
遂
に
当
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

私
は
深
く
そ
の
誠
意
と
決
意
に
心
を
動
か
さ
れ
た
。
偶
々
井
上
巽
軒
博
士
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
土
橋
八
千
太
翁
と
相
知
る
の
機

縁
を
得
た
。
翁
は
時
既
に
八
十
を
超
え
た
高
齢
で
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
亦
進
ん
で
整
理
に
協
力
す
る
事
を
申
し
出
て
く
れ

た
。
爾
来
三
四
年
、
翁
の
好
意
に
よ
っ
て
補
正
を
得
た
事
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
愈
々
事
を
進
め
て
み
る
と
、
原
稿
整
理
の
外
に
又
色
々
の
困
難
が
起
っ
て
来
た
。
そ
の
主
な
る
も
の
の
一
つ
は
、
文
字
の
製

作
で
あ
る
。
こ
の
辞
書
に
は
約
五
万
の
親
文
字
を
収
め
て
い
る
が
、
以
前
に
用
い
た
活
字
は
既
述
の
如
く
全
部
焼
失
し
た
の
で
、
こ

れ
を
改
め
て
木
版
に
彫
り
、
更
に
活
字
を
作
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
十
年
二
十
年
の
歳
月
を
要
す
る
。
更
に
現
実
の
問
題

と
し
て
、
木
版
の
製
作
者
に
そ
の
人
を
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
か
か
る
困
難
の
時
に
際
し
て
、
こ
こ
に
又
幸
に
も
一
人
の
協
力

者
を
得
た
。
そ
れ
は
写
真
植
字
の
発
明
家
で
あ
る
石
井
茂
吉
君
で
あ
る
。
同
君
は
他
に
幾
多
の
有
利
な
事
業
を
抱
え
て
居
る
身

で
は
あ
る
が
、
こ
の
辞
典
の
事
業
が
永
遠
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
自
分
一
生
の
仕
事
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
協
力
し
よ

う
と
申
し
出
て
く
れ
た
。
か
く
て
終
戦
後
又
十
年
、
上
記
幾
多
の
人
々
の
好
意
と
協
力
と
に
よ
っ
て
着
々
事
務
も
進
捗
し
、
今
日

こ
こ
に
本
書
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
思
え
ば
私
は
身
の
不
徳
に
も
拘
わ
ら
ず
、
幸
に
も
多
く
の
知
己
を
得
た
。
私
の

事
業
は
決
し
て
私
一
箇
の
事
業
で
は
な
い
、
蔭
に
隠
れ
た
幾
百
の
人
々
の
力
の
総
合
で
あ
る
。
特
に
上
記
諸
人
の
協
力
に
負
う
の

多
い
事
は
、
茲
に
明
記
し
て
感
謝
を
捧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

事
業
完
成
ま
で
に
は
尚
お
四
年
の
歳
月
を
要
す
る
。
過
去
十
年
殆
ど
失
明
同
様
の
状
態
に
あ
っ
た
私
は
、
幸
今
春
、
名
医
の
手

術
に
よ
っ
て
隻
眼
を
開
い
た
。
今
後
は
一
息
の
存
す
る
限
り
、
本
書
の
完
成
に
努
力
し
よ
う
。
そ
し
て
芸
林
の
榛
莽
を
披
き
辞
海

の
遺
珠
を
拾
う
に
力
め
よ
う
。
そ
れ
が
私
の
素
志
を
貫
く
所
以
で
あ
り
、
且
つ
又
学
界
に
公
約
し
た
義
務
を
果
す
所
以
で
あ
る
。

た
だ
何
分
に
も
微
力
の
身
で
あ
る
か
ら
、
成
果
の
上
に
は
幾
多
の
不
足
も
あ
ろ
う
、
欠
点
も
あ
ろ
う
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
江
湖

有
識
の
諸
君
子
の
教
正
を
仰
ぎ
得
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
更
に
後
来
、
五
十
年
百
年
、
継
続
し
て
本
辞
書
に
手
入
れ
を
す
る
適
当

の
学
者
が
出
て
、
完
全
な
る
漢
和
辞
典
を
大
成
し
て
く
れ
る
事
と
も
な
れ
ば
、
独
り
私
の
望
外
の
喜
び
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ

れ
こ
そ
東
洋
文
化
宣
揚
の
た
め
学
界
の
一
大
慶
事
で
あ
る
と
思
う
。
私
は
切
に
そ
の
事
を
希
望
し
て
已
ま
な
い
。

昭
和
三
十
年
十
一
月
三
日

文
化
の
日

遠
人
村
舎
に
於
て
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●
大
漢
和
辞
典
の
使
い
方

漢
和
辞
書
に
は
七
種
類
の
索
引
が
あ
る

１

総
画
索
引

漢
字
の
訓
み
方
も
部
首
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
き

部
首
順
に
画
数
一
画
か
ら
六
十
四
画
ま
で
を
排
列



２

字
音
索
引

字
音
の
読
み
方
が
わ
か
る
と
き
、
五
十
音
順
に
排
列

同
一
文
字
の
場
合
は
部
首
順

３

字
訓
索
引

字
訓
の
読
み
方
が
わ
か
る
と
き
、
五
十
音
順
に
排
列

字
訓
は
現
代
仮
名
遣
い
で
表
記

４

號
碼
索
引

中
国
で
開
発
。

漢
字
四
隅
の
筆
形
・
筆
画
に
よ
り
コ
ー
ド
化
識
番
に
排
列

５

部
首
索
引

訓
み
方
は
わ
か
ら
な
い
が
、
部
首
が
特
定
で
き
る
と
き

部
首
カ
ー
ド
付
き
が
重
寳
す
る
〔
二
百
十
四
部
〕

《
匚
》
（は
こ
が
ま
え
）
と
《
匸
》
（か
く
し
が
ま
え
）は
、
別
の
部
首
。

《
夂
》
（ふ
ゆ
が
し
ら
）
と
《
夊
》
（す
い
に
ょ
う
）
は
、
別
の
部
首
。

《
日
》
（
に
ち
）
と
《
曰
》
（ひ
ら
び
）
は
、
別
の
部
首
。

《
に
く
づ
き
》
は
、
《
月
》
（
つ
き
）
で
は
な
く
《
肉
》
（
に
く
）
の
部
首
。

《
り
っ
と
う
》は
、
《
刀
》
（
か
た
な
）
の
部
首
。

《
り
っ
し
ん
べ
ん
》
は
、
《
心
》
（こ
こ
ろ
）
の
部
首
。

《
て
へ
ん
》
は
、
《
手
》
（て
）
の
部
首
。

《さ
ん
ず
い
》は
、
《
水
》
（
み
ず
）の
部
首
。

《
れ
ん
が
》
は
、
《
火
》
（ひ
）の
部
首
。

《
け
も
の
へ
ん
》
は
、
《
犬
》
（
い
ぬ
）
の
部
首
。

《
网
》
（
あ
み
が
し
ら
）は
、
《
よ
こ
め
》
の
部
首
。

《こ
ろ
も
へ
ん
》は
、
《
衣
》
（こ
ろ
も
）の
部
首
。

《
し
め
す
へ
ん
》
は
、
《
示
》
（し
め
す
）の
部
首
。

《
く
さ
か
ん
む
り
》
は
、
《
艸
》の
形
で
、
画
数
は
６
画
。

《
し
ん
に
ょ
う
》
は
、
《
》の
形
で
、
画
数
は
７
画
。

《
こ
ざ
と
へ
ん
》
は
、
《
阜
》の
形
で
、
画
数
は
８
画
。

《
お
お
ざ
と
》
は
、
《
邑
》
の
形
で
、
画
数
は
７
画
。

《
お
い
が
し
ら
》
は
、
《
老
》
の
形
で
、
画
数
は
６
画
。

６

卷
首
索
引

①
部
首
順

②
総
画
順

７

語
彙
索
引

一
九
九
〇
年
四
月
に
修
訂
第
二
版
（
新
装
普
及
版
）
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
、
東
洋
学
術
研
究
所
で
編
集
し

た
索
引
。
『
大
漢
和
辞
典
』
に
収
録
さ
れ
た
熟
語
を
、
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
る
五
十
音
順
で
容
易
に
検
索
可
能
と
し
た
。
『
索
引
』

巻
で
は
、
収
録
親
字
（
単
漢
字
）
し
か
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
『
語
彙
索
引
』
を
用
い
る
こ
と
で
、
直
接
熟
語
か
ら
検
索
が

可
能
。

●
調
べ
る
の
に
困
る
の
が
固
有
名
詞
（人
名
、
地
名
、
書
名
な
ど
）

〈
人
名
〉

１

中
国
人
名
は
、
本
名
掲
載

白
楽
天
を
白
居
易

蘇
東
坡
を
蘇
軾

２

日
本
人
名
は
、
號
名
掲
載

頼
襄
を
頼
山
陽

３

外
国
人
名
は
、
漢
訳
掲
載

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
を
亜
歴
山
大

〈地
名
〉

１

中
国
地
名
は
、
古
蹟
名
勝
、
歴
史
文
化
に
関
係
す
る
地
名
詞
を
収
録

２

日
本
地
名
は
、
主
要
地
及
び
難
訓
地
名
を
収
録

「
厚
岸
」
「
留
辺
蘂
」

あ

つ
け

し

る

べ

し

べ



３

外
国
地
名
は
、
主
要
地
名
の
漢
訳
を
収
録

「
倫
敦
」
「
亜
的
斯
亜
比
巴
」

ロ
ン
ド

ン

ア

ジ

ス

ア

ベ

バ

〈
書
名
・
篇
名
…
詩
文
・
樂
府
・
戯
曲
の
題
名
〉

１

『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』所
載
資
料
、
近
世
小
説
類
の
主
要
書
を
収
録

２

日
本
の
書
名
は
、
主
に
漢
文
体
で
書
記
さ
れ
た
資
料
を
収
録

〈
そ
の
他
〉
官
職
名
・
年
號
・
動
植
物
名
・
学
術
用
語
・
欧
米
の
翻
訳
語
・
佛
教
語
・
現
代
中
国
語
・
邦
語
〔
和
製
漢
語
〕

漢
文
の
訓
読
方
に
つ
い
て

１

レ
点

直
下
の
漢
字
一
字
か
ら
返
る
と
き

２

一
・二･

三
点

二
字
熟
語
の
漢
字
か
ら
返
る
と
き
。
最
大
六
点

３

上･(

中)･

下
点

「
一
・
二･･･

点
」で
間
に
合
わ
な
い
と
き

４

「
レ
点
」
と
の
併
用

一
レ
点
・
上
レ
点
・甲
レ
点
・
天
レ
点
等

５

つ
な
ぎ
線

熟
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
つ
な
ぎ
線
の
横
の
返
り
点
は
そ
の
熟
語
全
体
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す

６

助
詞
、
助
動
詞
と
し
て
読
む
漢
字
は
、
必
ず
ひ
ら
が
な
と
す
る

そ
の
他
の
漢
字
は
置
字
に
て
、
漢
字
の
ま
ま
に
す
る
の
が
原
則

７

置
字
（
非
訓
読
文
字
）
は
、
「書
き
下
し
文
」で
は
非
表
記

●
親
字
・
語
彙
の
採
録
状
況

漢
和
辞
典
で
は
、
見
出
し
文
字
の
こ
と
を
「
親
字
」
と
呼
称
す
る
。
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
親
字
」
総
数
は
、
四
万
九
千
九
百
六
十

四
字
。
因
み
に
、
第
一
卷0

0
0
0
1

「
一
」
に
始
ま
り
、
第
十
二
卷4

8
9
0
2

「
擽
」
、
第
十
三
卷
補
遺
に4

9
9
6
4

「
縡
」
で
終
了
す
る
。
文

シ
ヨ
ウ

ヘ
イ

字
の
コ
ー
ド
識
番
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

「
親
字
」
に
は
、
①
正
字
・
②
略
字
・
③
俗
字
・
④
或
体
・
⑤
古
字
な
ど
の
多
様
な
字
体
が
含
ま
れ
、
さ
ら
に
⑥
国
字
〔
和
製
漢
字
〕

わ

く

た
い

も
含
ま
れ
て
い
る
。

①
正
字
は
、
『
康
煕
字
典
』
の
標
準
字
体
。

②
略
字
は
、
正
字
の
點
劃
省
文

歐
＝
欧
・
樂
＝
楽
・學
＝
学

③
俗
字
は
、
省
画
文
字

橋
＝
歃

恥
＝
耻

④
或
体
は
、
同
音
・
同
義
の
同
字
、
別
体
字
。

坂
＝
阪

島
＝
嶋
・
嶌

わ

く

た
い

⑤
古
字
は
、
『
説
文
解
字
』に
古
文
・
籀
文
と
記
載
さ
れ
た
文
字
。
棄
＝
弃

ち
ゆ
う

⑥
国
字
は
、
本
邦
で
創
作
さ
れ
た
漢
字
。

凩
。
峠
。
躾
。
魵
。
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